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１．概要（Summary） 

近年、昆虫の優れた嗅覚機能を活用し、匂い物質を高

感度、高選択的に検出するセンサに注目が集まっている。

利用者らは昆虫嗅覚受容体に着目した匂いセンサの開

発を進めている。本課題では、昆虫嗅覚受容体を発現さ

せたSf21昆虫培養細胞、すなわち「センサ細胞」と、電界

効果トランジスタ(FET)を融合した新しいバイオハイブリッ

ドセンサの開発に際し、応答検出時のノイズ低減を図る手

法の検討を実施した。 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
 高速大面積電子線描画装置 
 ステルスダイサー 
 半導体パラメータアナライザー 
 形状・膜厚・電気評価装置群 
【実験方法】 

これまでは、センサ感度のノイズ低減を図るためにファ

ラデーケージと除振装置を導入した。本課題では、昆虫

嗅覚受容体の匂い応答検出に使用する伸長ゲート電極

型 FET デバイス側のノイズ低減手法を検討した。具体的

には、電極上の細胞播種量を調整することでノイズ低減を

図った。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

実験の結果、水溶液中に露出した電極がノイズ源とな

っていることが示唆された。想定される電極上のノイズ

発生源の模式図を Fig. 1 に示す。今後は、露出部の適

切な被覆方法とその条件の決定を行う予定である。 
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Fig. 1 Schematic of noise sources on an electrode. 


